
Ⅰ．はじめに

機能看護学は、平成 12 年度開学と同時に機能看護学

講座独自の構想で新しい分野の授業を構築してきた。機

能看護学の対象は、患者・クライアント・住民でなく看

護者自身であり、看護者・チーム・組織の「一人ひとり

がよい看護をする、組織としてよい看護をする、生涯発

展する人材を育成する」機能を探求することを目的・目

標としている。

1年次にセルフマネジメント、2年次にキャリアマネ

ジメント、看護情報および機能看護学演習、3年次に組

織とマネジメント、4年次にトップマネジメント機能（自

由科目）の科目を組み立て、マネジメント・情報・人材

育成を構成要素として授業構築をしてきた。

本稿で対象とした「組織とマネジメント」（機能看護

学方法 3）は、3 年次生が 4 月から 11 月までの領域別

実習終了後に履修する科目であるが、これは全看護学必

修科目の最後に置かれている科目である 1）～ 4）。

「組織とマネジメント」授業の目的・目標は、優れた

組織・チームに共通する条件を学び、既修のセルフマネ

ジメント、キャリアマネジメント、情報のマネジメント

を活かした看護実践が組織・チームへ貢献することを理

解することをねらいとし、グループワークはチームワー

クの体験学習と位置づけている。

授業内容は、組織とマネジメントを基盤に講座で構築

してきたものである 5）～ 8）。

構築にあたっては、組織として優れた事例の多い企業

から学ぶべきものが多いため、企業の組織とマネジメ

ントを参考にしてきた。実践看護職の多くは、組織は自

分を縛る、仕事を押し付ける、命令する、管理する存在

としてネガティブな認識をしている場合が多い。しかし、

本来、組織は人を育て、よい仕事を生み、組織の構成員

および社会に貢献するものである。看護専門職がよい看

護を実践するにはよい組織が必須であり、同時に、よい

組織にしていくことも求められる。このためには、トッ

プは勿論であるが、一人ひとりの看護師の自律したマネ

ジメントによる組織への貢献が期待される。　

授業の 6回目は、「企業における組織のマネジメント

の実際」を学ぶために、地元の企業トップ（代表取締役

社長）を授業協力者として招聘している。

本稿は、企業トップの講義から、学生が学んだ組織と

マネジメントを明らかにすることを目的に、併せて本授

業の意義と今後の課題を検討することとする。

Ⅱ．方法

1．対象

平成 16 年度「組織とマネジメント」の受講者で、6

回目授業「企業における組織のマネジメントの実際」を

受講し、研究協力に同意した 87 名の学生のミニレポー

ト「今日の授業で学んだこと」「今日の授業に関する質問・

意見・感想」のうち、「今日の授業で学んだこと」の記

述内容を分析対象とした。

2．分析方法

記述内容を繰り返し読み、まとまりのある意味内容を

文節で取り出し 1 データとした。類似するデータをま
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とめてカテゴリー化し、命名した。分析は、一貫性を維

持するために研究代表者が行い、その後 4 名の研究者

で合意が得られるまで検討を重ねた。

3．倫理的配慮

ミニレポートを研究に活用することについて、最終回

の授業で研究目的、プライバシーの保護および匿名性の

保証、協力可否の自由とその結果が成績評価等不利益に

ならない保証について口頭と文書で説明し、個々の同意

書の提出を依頼した。

授業協力者には、授業協力の依頼時に説明して承諾を

得た。

Ⅲ．授業の概要

1．組織とマネジメントの授業構成

授業の構成を表 1 に示す。ワーク A では企業の組織

とマネジメントを学び、その後、看護における場合を学

ぶ順序性にした。

Ⅰ . 組織とマネジメントでは、1 回目授業で、文 

献 9）～ 11）や本学の大学組織の実例からよい組織、チー

ムの条件および個人の貢献 について講義をした。2 回

目は、領域別実習施設の組織について振り返りによる

課題学習（自己学習）とした。3～ 5 回目は、企業に関

する文献をもとに組織とマネジメントについてグループ

ワークをした上で、6回目に企業トップからその実際を

聞きワークとの照合を行った。7～ 8 回目は、それまで

の学びと領域別実習施設の組織をもとに、病院看護部の

組織とマネジメントについて考えた。また、次の講義に

みえる病院看護部授業協力者への質問をグループワーク

のなかで用意し、予め送付して講義のなかで質問にふれ

てもらうように依頼した。9回目に、病院看護部トップ

と中堅看護師を招聘して組織とマネジメントの実際を聞

き、10 回目に統合ワークを行った。

Ⅱ . 常時・非常時のマネジメントについては、11 ～

13 回目の授業で、「アポロ 13 号奇跡の生還」12）の読書

とビデオ視聴により、奇跡の生還要因、改善要因、非常

時にそなえる常時のマネジメントについて、グループ

ワークおよび交流ワークを行った。

14 回目は、学生個人による総括（自己学習）、15 回

目はレポート（試験）提出、教員からの総括コメント、

学生による教員の授業評価を行った。
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表１　組織とマネジメント授業構成

学習課題 内容 方法 回数

Ⅰ　組織とマネジメント

　・組織

　・組織・チーム

　・個人

　ワークＡ：

よい組織、チームの条件および個人の貢献 について 講義 1

病院等での看護実習体験からよい組織、チームの

条件について考える
自己学習 2

企業のマネジメントに関する文献と看護実習体験

から組織とマネジメントについて考える

グループワーク ① 3

グループワーク ② 4

グループワーク ③ 5

　企業における組織のマネジメントの実際
講義（実例） 6

～ A株式会社代表取締役社長をお招きして

企業のマネジメント実例授業の振り返りと

病院看護部の組織とマネジメントについて考える

グループワーク ④ 7

グループワーク ⑤ 8

　病院看護部における組織のマネジメントの実際

～ B病院看護部長、看護部副主幹をお招きして
講義（実例） 9

交流ワーク　　 ⑥ 10

Ⅱ　常時・非常時に
非常時に備える常時のマネジメントで大事なこと　　　        

「アポロ 13号奇跡の生還」（文献・ビデオ）から学ぶ

ビデオ視聴 11

  おけるマネジメント グループワーク ⑦ 12

　ワークＢ： 交流ワーク　　 ⑧ 13

  統 合
これまでの学習を統合 自己学習 14

これまでの学習を通して教員からのコメント 総括・試験 15



授業方法は、講義 3 回、視聴覚 1 回、グループワー

ク 8 回、自己学習 2 回、総括 1 回であることが示すよ

うにグループワークを中心に構成されている。教員の役

割は、講義による知識の提供は必要最小限に留め、グ

ループワークを学生が主体的に運営しながら授業を創っ

ていけるように関わった。平成 14・15 年度は、10 名

の全教員で担当したが、平成 16 年度は、4 名の教員で

担当した。12 グループを編成し、1 教室 3 グループを

各教員が担当したため、教員はワークの進行を見守り、

必要時に助言を行ったり、ワークにおける学生の学びを

フィードバックするなどの関わりをした。

2．企業における組織のマネジメント実例講義内容と位

置づけ

6 回目授業は、地元の企業トップから、自社組織のマ

ネジメント実例を直に聞く講義としている。これは、5

回目までの授業が動機づけになっている。3グループず

つ担当した 4 教員は、ワークにおいて各々企業の文献

を選定し使用した 13）～ 16）。5 回目のグループワークでは、

トップへの質問を用意し予め送付した。

企業トップから、経営者は 100 人 100 様の理念、人

生観、歴史観、企業観により独自の戦略により戦ってい

るという話と、講義ではマネジメントの学問的普遍性を

語るのでなく、自社の実例を紹介するとして企業概要、

製品の紹介、業務遂行上と管理上の二つのピラミッド組

織（図 1）による会社の具体的な事業展開、顧客あって

の企業活動の実際、組織と社員の関係、人間関係、人生

観などの具体的話をとおして、学生が組織とマネジメン

トを考える材料を提供してくださった。講義は、質疑応

答を含めて約 70 分であった。

本講義は、それまでの授業で学んだことを現実に引き

寄せて照合したり、文献と実例による学びを統合した

りしながら考えを拡げ、その後の授業が目的に向って進

展していく節目の講義として位置づけられている。また、

実例の講義は学生に強い印象を与え学びが深まることも

意図している。

Ⅳ．結果

学生が記述した内容から以下の 5 カテゴリー、33 サ

ブカテゴリーに分類された学びが取り出された（表 2）。

以下、カテゴリーを【　】、サブカテゴリーを＜＞で示す。

【組織に係わるマネジメント】では、組織には業務遂

行上と管理上の二つのピラミッド組織があること、社

員が仕事に誇りを持てる組織にする＜組織を構成する＞、

組織のバランスを保ち、守るとき・打って出ようとする

ときがある＜組織を舵取りしていく＞、商品づくりと

利益とのバランスをとり、競争し利益を確保できるよ

う＜経営していく＞、顧客のニーズに応えるコスト・品

質・納期で＜他企業と競争していく＞、お客に近い営

業をトップにした業務遂行上の＜理念と実践を一貫させ

る組織＞、有害物質を出さず＜社会環境を考えていく＞、

仕事を＜評価していく＞、ニーズに応える製品を用意し

開発していく業務遂行上の＜ニーズに即した組織をつく

る＞、すなわち “ 組織のマネジメントとは、ニーズに即

していける組織にするよう考えていくこと ” などの学び

が取り出された。

【人に係わるマネジメント】では、お客を会社に合わ
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図１　A社の組織
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表 2　 企業トップの実例講義をとおしての組織とマネジメントについての学生の学び
カテゴリー 　　サブカテゴリー 要　　約

組織に係わる
マネジメント

組織を構成する
組織には業務遂行上と管理上の二つのピラミッド組織がある
社員が仕事に誇りを持てる組織にする

組織を舵取りしていく
トップの考えを明確に伝え組織のバランスを保つ
組織は守るとき、うって出ようとするときがある

経営していく
顧客本位の商品づくりと利益とのバランスが大切
市場で競争し利益を確保していく経営

他企業と競争していく 顧客のニーズに応えるコスト・品質・納期で競争する
理念と実践を一貫させる組織 お客に近い営業をトップにした業務遂行上の組織
社会環境を考えていく 有害物質を出さず豊かな社会的環境づくりに応える
評価していく 仕事の評価が重要

ニーズに即した組織をつくる
ニーズに応える製品を用意し開発をしていく業務遂行上の組織
組織のマネジメントとは、ニーズに即していける組織にするよう
考えていくこと

人に係わる
マネジメント

顧客中心で考える お客を会社に合わせるのでなく、お客の視点にたって満足して
もらう

組織を構成する人を考える
経営者は個性的・独自の発想が必要
企業は個性的人材が集まった戦う集団

動機づけしていく 社員が株主になることで経営を考え、会社を盛り上げる

人間関係を大事にする

どの世界も人が中心となって成り立ち、お客や社内外の人間関係、
信頼関係が重要
他社との競争で一番大事なのは人間関係と言われ、マネジメントに
は人間関係が大事

人間関係を築く
社長は全社員と対話
顧客との人間関係の満足・信用が利益につながる

フラットな関係
社長が偉いという考え方ではない
社員が平等で意見が言い合える関係が重要

人を尊重する
個人個人が尊重されることで組織が発展する
人々のお陰で今の自分が存在できることを感謝する

謙虚に取り組む 過信することなく謙虚な気持ちで取り組む

会社の理念

組織の存在意義を明らかにする 何のためにあるのか、目的のために何をすればいいのかを明らかに
することが必要

理念を浸透させる 顧客第一の理念が組織全体に徹底
理念を達成していく 顧客第一という理念を達成していく

理念に向って動く
創業時から社員のための会社、みんなで会社をたてていこうという
理念
理念に向かって組織が構成され、一人ひとりが取り組んでいく

理念をもって動かす 組織や社員が同じ目的に向うよう強い理念を持つ

看護のマネジ
メントを考える

会社のマネジメントを 
看護に引き寄せる

お客にあった商品を提供していくところは、看護に通じる
営業の役割は看護に相当する

人間関係を大事にする 患者との人間関係を大切にすることが重要
看護師の貢献 患者の思いや考えを組織に伝えていくことは貢献である

ニーズに即した組織をつくる
患者第一の病院づくり
患者中心に多職種が組織として協働することが大切

看護の再発見
看護はやりがいのある仕事
看護師は重要な位置にいる
人間性の向上が良い看護につながる

実例講義の意義

文献と違う組織の実例 文献と違う組織の実態を学んだ

文献と現実の違い 文献に利益は後からついてくると書いてあったが、現実はそれだけ
でないと学んだ

すっきり考えがまとまった 組織構成の話で権威を振るっていると思っていた管理上組織の意義
が納得できた

努力しても成功しないことがある 一生懸命努力しても報われないことがあるという話が印象に残りま
した

実体験との照合 社長の話は働いていた時思ったことと同じであった

実例は理解しやすい 実際をもとに話してくださったので、企業経営に無知でも理解しや
すかった

感動した学習 組織の一員である自分の立場、位置づけが明確でなかったので非常
に感動した学習
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せるのでなく、お客の視点にたって満足してもらう＜顧

客中心で考える＞、個性的・独自の発想が必要、かつ個

性的人材の集団である＜組織を構成する人を考える＞、

社員が株主になることで経営を考え会社を盛り上げてい

くように＜動機づけしていく＞、いつでもどこでも重要

な＜人間関係を大事にする＞、社長・社員との対話や顧

客との＜人間関係を築く＞、社長が偉いというのではな

く、社員が平等で意見が言い合える＜フラットな関係＞、

個人個人が尊重されて組織が発展する、人々に感謝する

＜人を尊重する＞、過信することなく＜謙虚に取り組

む＞などの学びが取り出された。

【会社の理念】では、何のためにあるのか＜組織の存

在意義を明らかにする＞、顧客第一の理念が組織全体

に徹底している＜理念を浸透させる＞、顧客第一という

＜理念を達成していく＞、創業時から社員のための会社、

理念に向かって組織が構成され取り組んでいく＜理念に

向って動く＞、組織や社員が同じ目的に向かうよう＜理

念をもって動かす＞などの学びが取り出された。

【看護のマネジメントを考える】では、お客にあった

商品を提供していくところは看護に通じることや、営業

の役割は看護に相当するなど＜会社のマネジメントを看

護に引き寄せる＞、患者との＜人間関係を大事にする＞、

患者の思いや考えを組織に伝えていく＜看護師の貢献＞、

患者第一の病院づくり、患者中心に多職種が組織として

協働する＜ニーズに即した組織をつくる＞、看護はやり

がいのある仕事、看護師は重要な位置にいる、人間性の

向上が良い看護につながる＜看護の再発見＞などの学び

が取り出された。

【実例講義の意義】では、文献と違う組織の実際を学

んだ＜文献と違う組織の実例＞、文献に利益は後からつ

いてくると書いてあったが、現実はそれだけでないと

学んだ＜文献と現実の違い＞、組織構成の話で、権威を

振るっていると思っていた管理上組織の意義が納得でき

＜すっきり考えがまとまった＞、一生懸命＜努力しても

成功しないことがある＞、社長の話は働いていた時思っ

たことと同じであった＜実体験との照合＞、実際をもと

に話してくださったので、企業経営に無知でも＜実例は

理解しやすい＞、組織の一員である自分の立場が明確で

なかったので非常に＜感動した学習＞などの学びが取り

出された。

Ⅴ．考察

本授業では、企業の組織とマネジメントを基盤にして

看護師の組織とマネジメントを考えていく方法を取り入

れているが、濱口は、看護師はもっと組織を勉強する必

要があると述べている 17）。桑田、田尾は、医療等ヒュー

マン・サービス組織では、サービスの送り手と受け手は

強者と弱者の関係になりやすく、企業組織のマネジメン

トに対し医療は特殊な組織として位置づけしやすいが、

一般的なモデルで議論していくことを提言している 18）。

これらの意見からも、医療の世界からのみ思考するので

なく、企業も含めた組織とマネジメントを考える経験を

しておくことは意義ある教育と考える。以下、実例の講

義から明らかになったことを考察したい。

1．講義による学生の学びの特質について

取り出された学びは、【組織に係わるマネジメント】【人

に係わるマネジメント】【会社の理念】など企業の組織

とマネジメントからの学びと、これらの学びを発展した

【看護のマネジメントを考える】および文献学習・グルー

プワーク等それまでの学習と違う実例講義からの学びに

よる【実例講義の意義】などであった。

1）業務遂行上と管理上の二つのピラミッド組織からの

学び

【組織に係わるマネジメント】＜組織を構成する＞で、

業務遂行上と管理上の二つのピラミッド組織の学びがみ

られた。なかでも、業務遂行上の組織は＜理念と実践を

一貫させる組織＞であり、＜ニーズに即した組織＞とし

て重要な役割を担っていた。【実例講義の意義】＜すっ

きり考えがまとまった＞では、権威を振るっていると思

われた管理上の組織も納得できたというものであった。

これら二つの組織は、社員が仕事に誇りをもてる組織で

あること、【人に係わるマネジメント】でみられた＜人

間関係を大事にする＞、＜人間関係を築く＞、＜フラッ

トな関係＞、＜人を尊重する＞など人が重要な関わりを

していることを学んでいた。この学びから学生は、【看

護のマネジメントを考える】＜会社のマネジメントを看

護に引き寄せる＞で、“ お客にあった商品提供や営業の

役割は看護に相当する ” と考え、業務遂行上の組織を看

護に引き寄せて考えていた。学生は卒業して就職する

と、まず業務遂行上の組織の一員として患者に最も身近

な立場で働くことになり、講義で話された業務遂行上の
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組織の位置づけ、役割、働きがいは納得しやすいもので

あった。業務遂行上の組織の重要性が理解できることに

より、権威を振るっているように見えた管理上組織の意

義も、理解できるようになっていた。このような組織構

成は、トップが現場を大事にするマネジメントを実践し

ていることをうかがわせ、＜文献と違う組織の実例＞に

よる学びであった。文献・実例双方の学びを補完してい

くことの重要性が確認できた。

2）顧客中心からの学び

【組織に係わるマネジメント】【人に係わるマネジメン

ト】【会社の理念】での学びにみるように、企業は全て

が顧客中心で成り立っていることを学生は学んだ。【看

護のマネジメントを考える】＜会社のマネジメントを看

護に引き寄せる＞ “ お客にあった商品を提供していくと

ころは看護に通じる”、＜ニーズに即した組織をつくる＞

“ 患者第一の病院づくり ”“ 患者中心に多職種が組織とし

て協働することが大切 ” などの考えにみるように、お客

を患者に、会社または組織を病院に置き換えて、患者第

一の組織づくり、患者中心の看護の重要性を考えてい

た。そのためには、患者との＜人間関係を大事にする＞、

＜看護師の貢献＞として患者の思いや考えを組織に伝え

ていくことも大切であると考えていた。このような学び

は、その後の授業の動機づけになるものである。

3）人間関係などからの学び

【人に係わるマネジメント】における人間関係などか

らの学びは、どの世界も人が中心となって成り立ち、お

客や社内外、他社との競争でも一番大事なのは人間関係

であり、フラットな人間関係、人間尊重、人への感謝の

気持ちの精神が重要であるという学びがあった。ここか

ら 2）顧客中心からの学びで記述したように患者との人

間関係の大切さも学んでいた。

4）看護の再発見

【看護のマネジメントを考える】＜看護の再発見＞で、

“ 看護はやりがいのある仕事 ”“ 看護師は重要な位置にい

る ” などの再発見がみられた。業務遂行上組織・顧客中

心・人間関係など企業のマネジメントからの学びをとお

して、再起したものと考える。企業からの学びがポジティ

ブであったように、これらもポジティブ思考であった。

5）組織のマネジメントとは

 “ 組織のマネジメントとはニーズに即していける組織

にするように考えていくこと ” と現実を踏まえた柔軟な

考えが示された。

6）実例講義の意義

【実例講義の意義】で示したように、文献とは違う組

織の実例を聞くことができ、そこから多岐にわたる学び

が得られた。また、文献で学んだ考え方に関しても、トッ

プは違う見解のものがあり、その根拠は納得できるも

のであった。文献の根拠も否定できるものではなく、自

らの実践を根拠に、自分の考えを培っていくことの重要

性、文献・実例など広範な資料から学ぶことの意義があ

り、情報を吟味したり真実を探求していくことが重要で

あり、学問の姿勢に通じるものである。

 ＜実体験との照合＞では、実際に働いた経験のある

学生から “ トップの話は働いた時思ったことと同じで

あった ” という共通性と普遍性を示唆するものであった。

＜実例は理解しやすい＞＜感動した学習＞という学び

もあり、以上の学生の学びから実例講義の意義が多岐に

わたり認められた。

2．企業トップの実例講義を授業におく意義と今後の課

題について

1）企業トップの実例講義を授業におく意義

①　実例講義により、それまでの文献や実習体験から

学べなかった内容が追加できた。理論のみ、実例の

みに偏らず組織とマネジメントを広く学ぶことが重

要である。

②　実例講義と文献での学びが相反する場面があった。

夫々の根拠を吟味してその意味を探求していくこと

の大切さを学ぶことができた。

③　企業社会を経験していない学生は、実例講義によ

り組織のマネジメントが理解しやすくなった。

④　学生は、実例講義から会社組織を病院組織に、顧

客中心を患者中心に置き換えて、看護師の組織とマ

ネジメントに考えを進め、その後の授業の動機づけ

になっていた。

⑤　実例講義は、それまでの授業を現実に引き寄せて

統合する機会となり、その後に続く授業が発展して

いく基盤になり、授業の一つの柱として意義のある

ものであった。

2）今後の課題

今後の課題は、よい組織とマネジメントを実践する
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トップ（授業協力者）を毎年新たに探すことと学生の学

びに対応していくことである。講座の教育理念を理解し、

授業に協力していただくことは、多忙な企業トップに困

難なことである。また、トップの講義内容は、当然独自

性がある。それを文献や実習経験、授業目標と統合して

いくことも常に教員の課題である。

Ⅵ．結論

企業トップの実例講義から学生が学んだ組織とマネジ

メントは、5 カテゴリー、33 サブカテゴリーに分類さ

れた。これらの学びには、文献や実習では学べない独自

性のある学びが認められ、学生は病院・看護のマネジメ

ントへの活用に考えを拡げるなど、トップの講義による

学びは有用であった。また、実践家から直に講義を聞く

ことは、機能看護学の目的を実践する職業人との出合い

の場ともなり、その人間性に触れる感動もあった。この

講義はそれまでの学びを統合し、その後の授業を発展し

ていく上で多くの意義が認められた。
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